
平成24年8月号　いよし議会だより　14

谷
本
　
勝
俊
　
議
員

経
済
的
弱
者
を
ど
う
救
済

し
て
い
く
か

問①
買
物
弱
者
の
現
状
と
課
題

は
。

②
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実

績
は
。

③
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
過
疎

地
の
現
状
と
課
題
は
。

④
防
災
の
観
点
か
ら
、
灯
油

購
入
が
困
難
な
場
合
の
対
応

策
は
。

答　
中
村
市
長

①
自
家
用
車
等
の
移
動
手
段

を
持
た
な
い
高
齢
者
を
中
心

に
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
が

存
在
し
て
い
く
上
で
の
重
要

課
題
と
し
て
、
住
民
が
主
体

的
に
現
状
把
握
、
対
応
方
策

の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
行
政
と
し
て
も
共
同

宅
配
や
移
動
販
売
車
等
の
情

報
収
集
及
び
提
供
に
努
め
た

い
。

②
生
活
交
通
手
段
を
提
供
す

る
点
か
ら
も
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、

運
行
時
間
や
台
数
等
の
制
約

が
あ
っ
て
買
物
弱
者
対
策
と

し
て
は
対
応
に
限
界
が
あ
る
。

③
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
利

用
の
低
迷
、
消
防
法
の
改
正

に
伴
う
地
下
タ
ン
ク
更
新
等

の
問
題
か
ら
、
よ
り
一
層
維

持
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
地

域
と
行
政
が
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
ス
ー
パ
ー
や
食
料

品
店
の
問
題
も
含
め
、
包
括

的
な
協
議
検
討
を
進
め
た
い
。

答　
防
災
安
全
課

④
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
と
の
間

で
避
難
所
へ
の
食
料
品
、
日

用
品
等
の
供
給
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
等
の
供
給
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
災
害
時
の
避
難

民
へ
の
対
応
等
、
可
能
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

伊
豫
國
「
あ
じ
の
郷
」 

づ
く
り
の
進
行
状
況
は

問①
山
梨
県
北
杜
市
と
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

②
あ
じ
の
郷
五
勇
士
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
の
活
動
状
況
は
。

③
あ
じ
の
郷
五
勇
士
を
名
刺

な
ど
で
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

答　
総
務
部
長

①
地
域
間
の
物
産
交
流
な
ど

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
現
在
は
特
産
の
柑
橘
類
、

キ
ウ
イ
、
び
わ
、
煮
干
し
、

削
り
節
、
醤
油
な
ど
の
加
工

品
が
大
変
好
評
で
、
売
上
げ

拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

②
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
伊
予
市

と
あ
じ
の
郷
づ
く
り
事
業
の

Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
て
い
る
。
活

躍
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
ミ
カ
ン
ま
る
ブ
ロ
グ
で

随
時
紹
介
を
し
て
い
る
。

③
既
に
多
く
の
職
員
が
名
刺

に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
印
刷
し
、

Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
く
れ
て

い
る
。

住
宅
火
災
報
知
器
の
完
全

設
置
を
目
指
し
て

問①
現
状
の
設
置
率
と
課
題
の

認
識
は
。

②
完
全
設
置
を
目
指
す
た
め

の
啓
発
や
方
策
は
。

③
消
防
団
員
や
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
啓
発
制
度
活
用
の
考

え
は
。

答　
総
務
部
長

①
本
市
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
は
５１
・
７
％
で

あ
る
。
今
後
、
設
置
の
伸
び

悩
み
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
一
層
の
設
置
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
。

②
消
防
本
部
、
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
、
行
政
機
関
で

構
成
す
る
伊
予
地
区
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
対
策
連
絡

会
を
発
足
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
連
絡
会
の
中
で
普
及
に

最
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
警

報
器
の
共
同
購
入
、
取
り
付

け
及
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整

備
な
ど
、
設
置
率
１
０
０
％

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

③
本
市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
活

動
が
最
も
効
果
的
と
考
え
ら

れ
、
連
絡
会
に
よ
る
地
域
一

体
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
普

及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
交
通
安
全
の
啓
発
に
つ
い
て

・
放
置
竹
林
の
再
生
に
向
け

て


